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●矢作川流域山村ミーティング準備会の議事概要 

2012. 12. 13（木）18：30～ 於・足助交流館小会議室  
参加者：南木（根羽森林組合）、小林（恵南森林組合）、松井・山本圭（豊田森林組合）、丹

羽、山本薫久、洲崎 
 
話題 
【森林組合に勤務する I ターン・U ターン者】 
・ 根羽は技術者 10 人が全員 I ターン者。 
・ 恵南は全体で 50 人いて、技術者 40 人のうち 12 人が I ターン者。 
・ 豊田は作業員が150 人で、緑の雇用で入ってきた50人のうち約9割が外部から来た人。 
・ 岡崎は確か全員が I ターン者。 

 
【定着率】 
・ 3 年目までの離職率は結構高い。半分くらい。研修後やめられると痛い。 
・ 半分なら残っている方だと思う。 
・ 昔の I ターン者は給料がよくて残っていた。10 年以上前に入った人の定着率はよかっ

た。 
 

【技術の習得】 
・ 時代的に、親方のいうことを全て聞くというのは終わりつつある。今更親方と弟子とい

う関係は嫌。 
・ うちは親方が絶滅した。自分も上の人間のような仕事も既にしている。親方がいない辛

さがある。内実はズタボロと思う。 
・ ↑事業地を交換しようか。 

 
【地元との関係】 
・ 根羽は宿場町で、I ターン者に厳しい。身銭を切ってまで I ターン者のために何かする

という発想はない。何となく使い捨て感がある。一方で、根羽では消防団のメンバー＝

青年団のメンバーで、ある世代から下はほぼ全員が I ターン者。祭りでは中心的な存在

で、帰ってくる地元出身の子は回りで見ているだけ。何とか巻き込みたいのだが。地元

に残ってる子は家業がある長男とか、出戻りとかが多い。 
・ 串原村は I ターン者をあり得ないくらい受け入れてくれ、何をするにも応援してくれた。

最近明らかに人口が減っている。1500 人から 700 人くらい。とにかく何かをやれとい

う声がある。串原では他業種の I ターン者だけで集まり、地元と交流しようという動き

が出てきている。 
・ 足助は同じ年代の U ターン者が多いが、地元出身者と I ターン者の交流はレアケース。

世代が変われば同世代と村の決めごとを作っていくことになるだろう。今交流できない

のはさびしい。お祭りは地元の若者が中心。反面、香嵐渓では都会向けのいろいろなお
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祭りがあり、農的暮らしの再現もあって、とてもいいが地元の若い衆が参加する事がな

い。見に来るだけでもいいのに。足助には危機感がない。 
 
丹羽：山村の人間関係の束縛とつながりは裏表。I ターン者は山村暮らしの面白さを伝える

人たちになっていくと感じる。糠床から化学反応が起きる。森林組合の人から見た

山里の違いが面白い。アイディアとか、いずれはああなるとか、出し合うのが次の

データベースになるのでは。 
 
＊次回は 1 月 23 日（水）18：30～、足助交流館で開催 
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